
、
へ
略
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毎
週
金
曜
日

　
　
心
配
ご
と
相
談
が
開
か
れ
て
い
ま
す

　
中
里
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
引
き

続
き
昭
和
五
十
四
年
度
も
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
「
心
配
ご
と
相
談
所
」
を
開

設
し
て
お
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
中
に

い
ろ
い
ろ
の
生
活
上
で
の
悩
み
ご
と
・

心
配
な
こ
と
が
お
あ
り
の
方
は
気
軽
に

出
か
け
相
談
を
し
て
下
さ
る
よ
う
、
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
毎
週
金
曜
日
の
午
後
一
時
か
ら
四
時

ま
で
経
験
豊
か
な
相
談
員
が
親
身
に
な

っ
て
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
受
け
、
心
配
ご

と
を
解
決
す
る
た
め
の
適
切
な
助
言

援
助
を
行
い
、
ま
た
問
題
を
解
決
す
る

機
関
等
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
個
人
の
秘
密
は
固
く
絶
対
に

お
守
り
し
ま
す
。

　
五
・
六
月
の
開
設
日
は
次
の
と
お
り

で
す
。

五
月
四
日
、
十
一
日
、
十
八
日
、
二
十

五
日
、
六
月
一
日
、
八
日
、
十
五
日
、

二
±
頁
二
＋
竜
吻

中
里
文
芸
四
月
投
稿

▽
俳
句

花
の
山
遠
き
神
話
を
消
し
に
ゅ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
丘

水
音
ゆ
た
か
誕
王
の
視
野
よ
り
春
展
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

武
士
の
腕
を
嫌
鍵
紬
桜

　
　
　
　
　
　
ヤ
い
ヂ
　
ぬ

　
　
　
　
懲
、
　
　
菊
子

人
を
恋
う
糞
か
げ
岩
な
し
の
花
紅
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
み
え

木
の
芽
吹
く空

・
浮
・
矯
購
、

吠
け
と
の
み

　
　
野
に
さ
そ
わ
れ
し
揚
げ
ひ
ば
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
　
夫

蕗
の
と
り
呆
け
て
は
愚
か
な
る
日
々
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
雪

春
蘭
の
ど
の
ひ
か
り
と
も
交
じ
わ
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼
子

鯉
幟
揚
げ
て
草
家
も
福
よ
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄

出
稼
の
帰
り
待
つ
鉢
芽
吹
き
初
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉

花
便
り
結
婚
便
り
聞
く
日
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海

京
か
ら
の
花
の
便
り
や
孫
つ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辮

蔦
害
も
な
く
て
麟
懸
、
，
灘
謙
、
，

　
　
　
　
　
　
　
、
譲
・
　
　
　
渓

う
ら
・
か
や
橡
に
居
眠
る
婆
と
什

山泉人習
響

雷
謬

ね
罐
肇
．
確
猫
腰
．
山

▽
短
歌
　
　
　
　
狸

外
孫
の
声
耳
も
と
に
残
る
日
々

　
　
　
今
宵
は
い
か
に
眠
り
て
を
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滝
沢
ノ
ブ

寒
梅
の
咲
き
し
小
枝
に
宿
り
た
る

　
　
尺
取
り
虫
の
一
対
あ
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か
は
し

　
予
告
な
き
無
情
の
嵐

　
　
荒
れ
狂
い
咲
き
盛
る
花
春
雨
に
散
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
本
ケ
ン

　
冬
日
射
し
影
絵
と
な
り
し
ポ
プ
ラ
樹
の

　
　
下
の
細
道
生
徒
駆
け
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涌
井
タ
カ

　
議
み
終
竃
て
捧
を
欄
ず
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
き
カ
き
ミ
コ

　
　
量
感
と
な
り
て
心
に
鎌
懸
覇
篶
く

　
　
　
　
　
　
…
執
罐
欝
ー
獲
嬰
．
ヂ
、

．
、
あ
ら
蟹
．
、
齢
酷
粂
羅

．
灘
、
賄
っ
つ
硫
瞬
嫌
・
茎
p

　
　
　
　
　
　
蓑
輩
藩
　
　
　
　
欝
繍
繋
　
　
　
　
難

糠
譲
撫
　
　
奪
、
糞
鋳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ

　
　
蕪
、
勢
暑
の
蕎
霧
羅
勤

春
風
や
香
り
さ
わ
や
霧
．
慮
離
鷺

　
早
春
や
お
け
い
こ
簸
饗
の
、
　
灘
欝

春
多
甦
鰯
鰯

　
み
て
窓
越
し
に
送
渦
　
　
　
　
縷
繋
難

電
報
電
話
局
か
ら

　
　
　
　
　
　
お
　
願
　
い

◎
春
の
お
と
ず
れ
と
と
も
に
家
屋
の
新

築
、
改
築
な
ど
の
た
め
電
話
機
や
引
込

線
の
移
転
等
の
注
文
が
多
数
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
急
な
注
文
で
す
と
希
望
の

日
に
工
事
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
工
事
の
申
し
出
は
で
き
る
だ
け
早

め
に
、
特
に
春
の
こ
み
合
う
時
期
は
、

二
週
間
ほ
ど
前
に
注
文
し
て
下
さ
い
。

◎
電
報
電
話
局
の
窓
口
業
務
時
間
を
次

の
通
り
と
し
ま
し
た
の
で
案
内
い
た
し

ま
す
。

　
平
　
日
　
午
前
九
時
～
午
後
四
時

　
土
曜
日
　
午
前
九
時
～
正
午

　
日
曜
祝
日
　
　
休
業

　
尚
、
電
話
受
付
は
次
の
通
り
で
す
。

　
平
　
日
　
午
前
8
時
半
～
午
後
五
時

　
　
人
生
往
来

◎
産
声

　
氏
名
　
　
父
の
名
　
部
落

　
土
曜
日
　
午
前
8
時
半
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
零
時
半

日
曜
休
日
　
休
業

幸
幸
幸
幸
瑳
幸
華
霧
幸

建
設
省
が
一
部
機
構
改
革

　
建
設
省
で
は
、
四
月
一
日
か
ら
一
部

機
構
改
革
を
し
、
河
川
関
係
は
信
濃
川

工
事
々
務
所
、
道
路
関
係
は
長
岡
国
道

工
事
々
務
所
と
し
て
一
元
化
し
て
新
発

足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
信
濃
川
工
事
々
務
所
は
、
河
川
単
独

の
事
務
所
と
し
て
信
濃
川
本
川
及
び
支

川
、
魚
野
川
な
ら
び
に
大
河
津
分
水
路

に
関
す
る
業
務
を
、
長
岡
国
道
工
事
々

務
所
は
、
国
道
八
、
一
七
、
二
六
、

一
一
七
、
三
五
三
に
関
す
る
業
務
を
担

当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

、
、
Z
、
Z
、
Z
、
Z
、
Z
、
Z
、
Z
・
Z
、
Z
、
Z
、
Z
、
Z
・
Z
、
Z
、
Z
、
Z
、
Z
、
Z
、
Z
、
Z
、
Z
、
7

曾
澤
美
幸

齊
藤
　
　
剛

齊
喜
真
奈
美

服
部
哲
哉

村
山
征
亜

星
野
千
春

井
ノ
川
友
規

山
田
　
弘
明

勝重文重哲利勝
　　　　　　　明
弘幸雄行夫栄久

田如田東田倉通上
　来　 田　　 り

代寺沢沢沢俣山山

◎
高
砂

｛
新
郎
高
野

　
新
婦
桐
生

◎
昇
天

　
氏
　
名

関
　
シ
ゲ
ル

山
田
　
ミ
ッ

村
山
信
一

小
巻
澤
フ
メ

野
村
　
ミ
ス

大
島
　
ト
モ

茂
実
（
霊
）
白
羽
毛

光
子
（
二
五
）
十
日
町

年
冷

（
七
二
）

（
八
九
）

（
交
）

（
七
九
）

（
八
三
）

（
七
四
）

部
落

東
田
沢

清
田
山

東
田
沢

通
り
山

田
　
中

芋
沢
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一一廃一稲一残　一　讐三一響八蕪．票，禦、
人　口 7，217（一60）

男 3，596（一15）

女 3，621（一45）

世帯数 1，654（一8）

莚垂一嚢
毎月　1回25日
定価　1部　5円

3月31日現在

新潟県中魚沼郡

中里村公民館

r
　
ー
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I
　
l
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I
　
I
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o
　
I
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I
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羅

　
晩
春
か
ら
初
夏
へ
移
り
か
わ
る
五
月

は
、
日
本
中
が
青
葉
、
若
葉
で
お
お
わ

れ
る
新
緑
の
季
節
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
、
三
月
の
風
、
四
月
の
雨
、
五
月

の
花
と
い
う
言
葉
が
あ
る
そ
う
で
す
が

桜
の
花
で
代
表
さ
れ
る
日
本
で
は
、
四

月
を
花
の
季
節
に
、
五
月
は
若
葉
の
季

節
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
奥
義
抄
に
「
五
月
、
田
う
う
（
植
）

る
こ
と
さ
か
（
盛
）
り
な
る
故
に
早
苗

月
（
さ
な
え
づ
き
）
と
い
う
を
誤
れ
り

」
と
あ
り
、
こ
れ
が
つ
ま
っ
て
「
さ
つ

き
」
と
な
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
か

あ
る
い
は
、
五
月
は
万
物
が
成
長
す
る

幸
（
さ
ち
）
多
い
と
い
う
意
昧
か
ら
、

幸
月
（
さ
ち
づ
き
）
と
い
う
説
も
あ
り

ま
す
。五

月
の
休
日
急
救
医

五
月
三
日
㈲

中
条
病
院
北
原

　
　
電
七
⊥
二
〇
一
八

五
月
五
日
qD
大
島
医
院
川
原
町

　
　
電
二
⊥
一
九
五
七

五
月
六
日
㈲

山
口
医
院
顛
通
り

　
　
電
五
－
二
〇
〇
三

五
月
三
日
㈲

＋
日
町
病
院
高
田
町

　
　
電
七
－
五
五
六
六

五
旦
冒
㈲

池
田
医
院
本
町
西
一

　
　
電
一
丁
二
五
八
一

五
旦
盲
⑲

至
誠
堂
医
院
西
浦
東

　
　
電
二
⊥
一
三
七
六
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人
事
異
動

ー
村
職
員
ー

◎
退
職
者

保
健
課
　
　
保
健
婦

教
育
委
員
会
　
用
務
員

　
　
　
　
　
　
　
〃

◎
異
動

税
務
課
主
任
樋
口

総
務
課
主
事
桑
原

農
業
委
員
会
主
事

一国民年金

付加保険料で豊かな老後

大
口
た
ず
子

山
本
　
サ
ダ

高
橋
マ
サ
ノ

洋
子
（
総
務
課
）

規
子
（
税
務
課
）

◎
新
採
用

保
健
課

建
設
課

　
〃

　
〃

教
育
委
員
会

　
　
〃

高
橋
　
正
文
（
建
設
課
）

保
健
婦

主
事
補

　
〃

　
〃

主
事
補

用
務
員

　
〃

　
　
給
食
調
理
員

〃
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
〃

み
な
さ
ん
は
国
民

年
金
に
“
付
加
保
険

料
制
度
”
の
あ
る
こ

と
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。

こ
の
付
加
保
険
料
制

度
は
「
も
う
少
し
多

く
の
保
険
料
を
掛
け

て
も
よ
い
か
ら
、
よ

り
高
い
年
金
を
受
け

た
い
」
と
い
う
加
入

者
か
ら
の
強
い
要
望

に
応
じ
て
設
け
ら
れ

た
も
の
で
す
。

付
加
保
険
料
は
一

ケ
月
四
〇
〇
円
で
定

額
保
険
料
三
、
三
〇

〇
円
と
一
緒
に
掛
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ー
教

職

吉太鈴広斉
楽嶋木田藤
重正孝公洋
敏司幸男子

根
津
ヨ
シ
エ

南
雲
　
カ
ヨ

樋
ロ
キ
ミ
イ

山
本
チ
ト
セ

小
林
和
子

員
1

　
　⑳

　
　
　
（
上
坂
元
熈
倉
俣
小
学
校
長
）

そ
し
て
、
将
来
の
老
令
年
金
と
通
算
老

令
年
金
に
は
、
納
付
月
一
ケ
月
に
つ
き

二
〇
〇
円
を
加
算
し
た
年
金
が
う
け
ら

れ
ま
す
。
例
え
ば
、
定
額
保
険
料
を
二

十
五
年
納
め
た
場
合
、
老
令
年
金
額
は

四
五
五
、
一
〇
〇
円
で
す
が
、
付
加
保

険
料
も
掛
け
て
い
る
と
年
金
額
は
六
〇
、

○
○
○
円
増
額
さ
れ
て
合
計
五
一
五
、

一
〇
〇
円
に
な
り
ま
す
。

二
十
五
年
間
掛
け
た
付
加
保
険
料
の
総

転 出 者 転 入 者

学校名 職　名
転 出　　先 旧 任　　校

氏　名
郡市 学校名

職　名 氏　名
郡市 学校名

田沢小 教　諭 斎藤　　荘 十日町 下　条　小 教　諭 関口美干男 十日町 下　条　小

〃 佐藤正則 塩沢町 第2L田小 〃 笠原　秀恵． 川西町 仙田小小脇分校

〃 田村　　佳 十日町 十日町小 〃 樋口智恵子 中里村 高道山小
養　助 山本　信子 期 間　満　r 養教 富沢　干春 新採用 瑞穂短大

主事 鈴木ヨシ子 中里村 倉俣　小 主事臨 樋口　俊久 専修 大学　卒
高道山小 教　諭 高橋　　道 六日町 六日町小 教　諭 牧野恒夫

耗
，
昌
、 燕北　小

〃 樋口智恵子 中里村 田　沢　小 〃 小川　順子 津南町 下船渡小
〃 若井　秀チ f一日町 十日町小 〃 小林春代 三島町 脇野町小

主　事 山本恵美F 期 問　満　了 主事臨 井沢　義明 新潟短大モ川大学通信修

倉俣小 校　長 田辺　　渉 三　条 保内小 校　長 上坂　元熈 三島町 三島　中
教　諭 杉田　義雄 十日町 十日町小 教　諭 織田　護老 大　関　小

〃 近藤秀子 三　条 大　崎小 〃 広田　葉子 津南町 三　箇小
主　事 山本　　潮 期 間　満　了 主　事 鈴木ヨシ子 中里村 田　沢　小

貝野小 教　諭 尾身　辰雄 長　岡 四郎丸小 教　諭 松井　秀子 長　岡 四郎丸小
〃 南　清ノ助 十日町 西　　　小 〃 水落　　徹 十日町 十日町小

〃
養
助

白崎久子

保坂恵子

板倉町

期

筒方　小

間満　了
養助 羽鳥英子

国立高崎病院
附属看護学校卒

清津峡小 教　諭 西須順作 柏　崎 比　角　小 教　諭 山内　生三 十日町 馬場小
〃 岡田睦夫 十日町 馬　場　小 〃 笹川　成信 新採用新大教育学部

〃 樋口二三子 〃 川　治　小 〃 小川　久子 ヒ日町 中　条　小

養　助 西川　正代 期 間　満　了 養助 高野八重子 瑞　穂 短　大　卒

土倉分校 教諭 龍池芳雄 栄　村 中　央小 教　諭 大図真五 柏　崎 南鯖石小

田沢中 教　諭 浅野　泰典 柏崎 高浜中 教　諭 庭野　　勇 六日町 五十沢中
〃 本間　貞夫 新　潟 大江山中 〃 斎木　　茂 新　潟 山の下中

主　事 青木淑子 長　岡 東北　中 主事臨 山本　　潮

倉俣中 教　諭 戸次　芳隆 柏　崎 荒浜中 教　諭 堀井　正男 柏　崎 荒浜中
〃 鷲津秀郎 村松町 愛　宕　中 〃 五十嵐勝永 亀田町 亀　田　中

養　助 小林洋子 期 間　満　了 養　助 小林洋子 新 潟　短　大　卒

貝野中 教　頭 中村幹彦 柏崎 柏崎教委 教　頭 伊藤　　登 吉川町 川　谷　中

教諭 武田　定純 津南町 津南　中 教　諭 竹田　一夫 津南町 津南　中

額
は
一
二
〇
、
○
○
○
円
で
、
年
金
を

二
年
間
受
け
取
る
と
、
い
わ
ゆ
る
“
も

と
”
が
取
れ
る
わ
け
で
す
。

　
こ
う
し
て
み
ま
す
と
“
付
加
保
険
料
”

を
掛
け
る
こ
と
は
大
変
に
有
利
な
投
資

と
い
え
ま
し
ょ
う
。
又
、
農
業
者
年
金

に
加
入
さ
れ
た
方
は
強
制
的
に
付
加
保

険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

あ
な
た
も
付
加
保
険
料
を
納
め
て
長
い

老
後
に
そ
な
え
ま
し
ょ
う
。

付
加
保
険
料

　
／

善
意
を
あ
り
が
と
う

◎
田
中
の
故
野
村
ミ
ス
さ
ん
の
親
戚
一

　
同
か
ら
香
典
返
し
と
し
て
、
村
の
社

　
会
福
祉
協
議
会
に
三
万
円
が
寄
付
さ

　
れ
ま
し
た
。

◎
朴
木
沢
の
樋
口
壽
さ
ん
よ
り
故
父
樋

　
口
善
太
郎
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て

　
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
二
万
円
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。
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ー
学
校
開
放
ー

　
　
今
年
も
五
ケ
校
、

　
村
民
の
皆
さ
ん

に
ス
ポ
ー
ツ
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
楽
し
ん
で
い
た

だ
こ
う
と
例
年
、

学
校
体
育
施
設
を

開
放
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
度
開
放

さ
れ
る
学
校
及
び

定
日
、
時
間
が
表

の
通
り
に
決
ま
り

ま
し
た
。
表
の
曜

日
、
時
間
内
で
あ

れ
ば
い
ず
れ
の
施

設
を
利
用
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
が
、

八
施
設
で
実
施

学校施設名 開放の定日 時　　間 備　　　　　考

田　沢　中

体　育　館

月・火・木金

　土・日曜

6時30分

　～10時

土曜日の開放は不定期に
なっていますので、あら
かじめ公民館に問い合せ
て下さい。

田　沢　小
体　育　館 月～土曜

6時30分

　～10時

倉俣　中
体　育　館 火・金曜 6時30分

～9時30分

貝　野　小
体　育　館

水・木・金
　土曜

6時30分

～9時30分

高道山小
体　育館

月・木
土曜

7時

～9時30分

田沢小、中
グラウンド 月～土曜 クラブ活動

終了後 日曜日の使用については
公民館あてに申し込んで
下さい。

田沢小、中のグラウンド
については生徒の活動に
支障のない範囲で朝も使
用できます。

倉俣　中
グラウンド 月～土曜 クラブ活動

終了後

貝　野　中
グラウンド 月～土曜 クラブ活動

終了後

職
場
、
団
体
、
サ
ー
ク
ル
等
で
継
続
的

に
利
用
す
る
場
合
は
あ
ら
か
じ
め
公
民

館
に
「
利
用
者
団
体
登
録
申
請
書
」
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
事
に
な
っ
て
い
ま

す
。　

利
用
す
る
人
は
次
の
点
を
守
っ
て
楽

し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

◎
タ
バ
コ
の
す
い
が
ら
等
の
火
気
に
注

　
意
す
る
こ
と
。
　
（
各
開
放
校
に
赤
い

な
う
た
め
、
従
来
、
　
「
検
針
」
と
「
集

金
」
を
そ
れ
ぞ
れ
別
の
日
に
伺
っ
て
い

ま
し
た
が
、
四
月
よ
り
検
針
の
際
に
前

月
分
の
集
金
を
行
な
う
よ
う
に
変
更
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
従
っ
て
、
変
更
月
の
四
月
は
集
金
せ

ず
検
針
の
み
と
し
、
五
月
の
検
針
の
際

に
四
月
分
の
料
金
を
支
払
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

以
後
は
引
き
続
き
当
月
分
の
検
針
と
前

月
分
料
金
の
集
金
と
が
同
一
日
に
行
な

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
バ
ケ
ツ
を
備
え
て
あ
る
の
で
、
必
ず

　
バ
ケ
ツ
の
あ
る
所
で
喫
煙
し
、
す
い

　
が
ら
は
消
却
炉
へ
す
て
る
こ
と
）

◎
空
か
ん
類
は
各
自
で
持
ち
帰
る
こ
と
。

◎
利
用
後
は
必
ず
「
学
校
開
放
日
誌
」

　
に
記
入
す
る
こ
と
。

◎
鍵
の
受
け
渡
し
を
確
実
に
行
な
う
こ
と
。

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
へ
の
車
輔
の
乗
り
入

　
れ
禁
止
。

集
金
同
時
検
針
へ
の
変
更
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
と
お
願
い

こ
の
た
び
東
北
電
力
で
は
「
検
針
」
　
　
　
「
集
金
」
の
仕
事
を
よ
り
効
率
的
に
行

行
政
相
談
委
員
再
任
の

　
　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
こ
の
ほ
ど
任
期
満
了
に
な
り
ま
し
た

中
里
村
の
行
政
相
談
委
員
に
、
上
山
の

山
田
正
平
氏
に
昭
和
五
十
四
年
四
月
一

日
付
で
行
政
管
理
庁
長
官
よ
り
再
任
委

嘱
の
発
令
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

　
国
の
機
関
に
対
す
る
行
政
上
の
苦
情

や
要
望
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
山
田

氏
（
上
山
電
話
二
〇
三
六
番
）
の
方
へ

申
出
て
下
さ
い
。
な
お
毎
月
第
四
金
曜

日
午
後
一
時
よ
り
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
相
談
所
を
開
い
て
お
り
ま
す
。

青
少
年

　
　
　
育
成
指
導
員
き
ま
る

　
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
に
、
地

域
社
会
の
果
た
す
役
割
り
は
極
め
て
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
青
少
年

指
導
者
を
統
括
し
、
地
域
ぐ
る
み
の
啓

も
う
運
動
を
た
か
め
て
青
少
年
の
健
全

育
成
を
図
る
た
め
に
次
の
方
が
青
少
年

育
成
指
導
員
に
き
ま
り
ま
し
た
。

田
中
広
田
定

倉
俣
斉
喜
宗

一
さ
ん

　
（
電
二
六
〇
一
）

一
郎
さ
ん

　
（
電
二
二
一
四
）

昭
和
五
十
四
年
度

銃
砲
刀
剣
審
査
会
を
開
催

日
時
　
六
月
二
十
二
日
㈹
、
九
月
十
七

日
㈲
、
十
一
月
十
五
日
㈲
、
二
月
十
五

日
働
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
十
時
～

午
後
三
時
ま
で
。

場
所
　
長
岡
市
厚
生
会
館
（
大
手
通
一

丁
目
）

持
参
す
る
も
の
　
登
録
を
受
け
よ
う
と

す
る
銃
砲
刀
剣
類
、
所
轄
警
察
署
か
ら

交
付
を
受
け
た
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届
出

受
理
証
、
登
録
手
数
料
一
件
に
つ
き
三

千
円
（
新
潟
県
収
入
印
紙
で
納
入
）

社
会
保
険
事
務
相
談
日

　
　
　
　
　
　
変
更
お
知
ら
せ

　
長
岡
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
毎
月

定
期
的
に
移
動
事
務
相
談
所
を
開
設
し

て
お
り
ま
す
が
、
五
月
か
ら
相
談
日
が

次
の
通
り
変
更
さ
れ
ま
す
。

◎
場
所
　
十
日
町
織
物
協
同
組
合

◎
日
時

　
　
　
変
更
前
　
　
毎
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
午
前
十
時
～
三
時

　
　
　
変
更
後
　
　
毎
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
午
前
十
時
～
三
時

　
尚
、
当
日
が
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
の

と
き
は
翌
日
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
商
業
統
計
調
査
に

　
　
　
　
御
協
力
下
さ
い

　
商
業
統
計
調
査
は
、
通
産
省
が
行
う

も
の
で
「
商
業
の
国
勢
調
査
」
と
も
い

わ
れ
、
地
域
経
済
に
お
け
る
商
業
の
姿

を
み
た
り
、
商
店
街
の
診
断
、
流
通
機

構
の
近
代
化
施
策
等
の
基
礎
資
料
と
し

て
調
査
の
結
果
は
国
民
生
活
の
広
い
分

野
で
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
は
六
月
一
日
を
期
し
て
実
施
さ

れ
ま
す
の
で
、
調
査
の
目
的
を
理
解
し

御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

重
度
身
体
障
害
者
の
方
に

青
い
ハ
ガ
キ
を
差
し
上
げ
ま
す

　
重
度
の
身
体
障
害
者
（
一
、
二
級
）

で
同
手
帳
を
お
持
ち
の
満
六
才
（
昭
和

五
十
四
年
四
月
一
日
現
在
）
以
上
の
方

に
、
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
こ
の

ハ
ガ
キ
を
一
人
に
つ
き
三
十
枚
差
し
上

げ
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
手
帳
を
持
参
の
う
え

・
郵
便
局
に
申
し
出
て
下
さ
い
。

代
理
の
方
で
も
郵
送
で
も
結
構
で
す
。

　
詳
し
く
は
郵
便
局
に
お
尋
ね
下
さ
い
。


